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1.は じめ に II.調 査 方法

栄養士教育におけるカリキュラム も時代の

変化に対応すべ く見なお しがなされ,1987年

か ら施行 された現行の中め一部に情報処理が

は じめて示 された1)。このことは,情 報化時代

の対応 としてコンピュータ教育が必要になっ

たことを意味している。その後,全 国栄養士

養成施設協会か ら情報教育の 「教育内容なら

びにカリキュラム試案」2)が出された。それに

ともなって,多 くの養成施設で,将 来に向か

って,栄 養士の専門性 を生かせ る情報教育 と

は何かを検討の段階である。

栄養士業務は,業 務範 囲が広 く繁雑 である

ことから,ど の面にどれだけ導入 していける

か難 しい面 もあると思 うが,コ ンピュータの

記臆性,正 確性,迅 速性,安 定性などのメリ

ッ ト3)をうまく生か して合理的に利用 し,よ

り栄養士業務の専門性の確立へ向けて生かせ

れば と考える。また,・コンピュータを使って

の教育内容の選定,教 材の

作成,そ してよりよい栄養

士教育への導入を計 り,教

育効果 をあげたい と考える。

このため,現 在栄養士の

職場でコンピュータがどの

ような利用状況にあるか,

調査 をおこない,検 討した

のでここに報告す る。

1994年1月 ～2月 に,東 京,神 奈川の栄養

士961名 を対象に,郵 送によるアンケー ト調査

を実施 した。回収数308で 回収率32.0%で あっ

た。

質問項 目12項 目について調査 し,結 果をコ

ンピュータの利用の有無,コ ンピュータ機種

別利用状況,機 種別利用業務,機 種別利用 し

ての長所,機 種別利用 しての問題点,利 用 し

ているソフ ト,導 入 してからの年数,情 報教

育の必要程度にっいて,主 に機種 を中心にま

とめ,検 討 を行 った。

m.結 果 及 び 考 察

1.コ ン ピュータの有無 と利用状 況

機 種別 に,汎 用 コンピュー タ,ワ ー クステ

ー シ ョン
,パ ー ソナル コンピュー タ(パ ソコ

ン)と 分 け,栄 養士 業務へ の利 用状況 を,よ

く利 用 して いる,時 々利用 してい る,設 備 し

表1.施 設の種類による機種別利用状況

施設の種類 全体 汎用2一 ク'ス パ ソコン その他 ・
ワ ー プ ロアー ン ヨン

全体**
172

100.0

5031122106

29.118.070.961.6

病院**
94

100.0

28216253

29.822.366.056.4

産業**
17

100.0

631113

35.317.664.776 .5

学校**
22

100.0

1-2113

4.5-95.559.1

福祉**
10

100.0

3-77

30.0-70.070.0

行政**
11

100.0

72610

63.618.254.590 .9

その他**
18

100.0

551510

27.827.883.355.6

**p<0.01
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表2.機 種 別による'業務内容

全 体 文書作成 喫 食 者
情報登録

献立作成
及び保管

栄養管理 食数管理 発注管理 在庫管理 調理管理 経営管理

全体**
172

100.0

102

61.8

61

37.0

126

76.4

129

78.2

94

57.0

95

57.6

68

41.2

59

35.8

41

24.8

機L

利 ・

i
l汎用*

50

100.0

35

72.9

21

43.8

35

72.9

39

81.3

32

66.7

28

58.3

20

41.7

20

41.7

15

31.3

種1ワ ー ク ・

別1ス テ ー シ ョ ン*

31

100.0

18

58.1

16

51.6

25

80.6

28

90.3

21

67.7

20

64.5

14

45.2

17

54.8

9

29.0

用
状
況

パソ コン** 122

100.0

75

64.1

37

31:6

86

73.5

87

74.4

61

52.1

63

53.8

48

41.0

36

30.8

26

22.2

その他 ・

ワー プ ロ**

106

100.0

66

64.7

31

30.4

76

74.5

80

78.4

58

56.9

57

55.9

43

42.2

34

33.3

26

25.5

忌

全 体 衛生管理 労務管理 施設管理 管理資料
作 成
栄養指導 調 査 印刷媒体

物の作成
研究用 その他

全体 172

100.0

4

2.4

12

7.3

2

1.2

93

56.4

50

30.3

39

23.6

74

44.8

27

16.4

8

4.8

機L

利 ・

l

l汎用
50

100.0

3

6.3

5

10.4

1

2.1

29

60.4

20

41.7

12

25.0

27

56.3

10

20.8

2

4.2

種1ワ ー ク ・

別1ス テ ー シ ョ ン

31

100.0 =
3

9.7 =
21

67.7

8

25.8

8

25.8

16

51.6

6

19.4

1=

用
状
況

パ ソ コン 122

100.0

1

0.9

6

5.1

2

1.7

62

53.0

`35

29.9

29

24.8

53

45.3

21

17.9

6

5.1

その他 ・
ワー プ ロ

106

100.0

1

1.0

5

4.9 二
62

60.8

36

35.3

23

22.5

42

41.2

19

18.6

6

5.9噛

*p<0。05**p<0.01

ているが利用 して いない,設 備 して いな いの

4段 階に分 けて回答 を求 めた。 よ く利 用 して

いる,時 々利用 して いる を合 わせ た,利 用 し

て いる施 設 は172施 設 で,全 体 の利用率 は55.8

%で あ った。

施設 に よる機種別 利用状況 は,表1で 示 し

た通 りであ る。全 体 では汎用機29.1%,ワ ー

クステー シ ョン18.0%,パ ソ コン70.9%で あ

り,参 考 として質 問 したワー プ ロにつ いて は,

全 体 の61.6%の 施 設で利用 されてい る。

施 設 の種 類別 で は,産 業(63.0%),病 院

(62.7%),学 校(51.2%),行 政(40.7%),

福 祉(31.2%)の 順 で利用率 が高 く,産 業,

病 院,に おいて は,3分 の2の 施 設で利用 さ

れて いるのに対 して,福 祉 では3分 の1で あ

り,施 設 の種 類 に よ り利用率 に差 があ る実 状

であ る(p〈0.01)。

利 用率 に関 して の文 献は少 ないが,1983年

病 院 を対象 に行 った調査 結果 で,利 用 率 は13

%で あ った とい う報告 が あ る4)。13年 経 過 後

に約5倍 の普 及率 をみた と とになる。 しか し,

コンピュータのこの10年 間の一般の職場への

普及状況は急速であり,産 業界ではすでに普

及率100%に 近いともいわれるが5),今 回の調

査結果で,栄 養士業務への普及は時間的には

遅いということになる。 しかしコンピュータ

の利用は必然的になってい くもの と予想 され

る。

2.コ ン ピュータ利用の業務 内容

業務 内容 を18項 目用意 し,コ ン ピュー タを

利用L,て い る業務 を複数 回答 方式 で選択 して

もらい,、機種 別 に分 け て集計 した結果が表2

の 通 りであ る。全体 で は,特 定 の業務 に使用

して いる事 が示 された(p<0.01)。 機 種別 に

よるコン ピュー タ業務 の違 いの有 意差 はなか

った。
-

全 体 的 には,栄 養i管理(78.2%)献 立 作成

(76.4%)が も っ とも多 く,'約80%の 施 設 で利

用 して いる。 次 いで文 書作成(61.8%)発 注

管理(57.6%)食 数 管理(57.0%)管 理 資料

作成(56.4%)は 約60%で あ った。・
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噛汎用機 を利用している施設では
,鹽印刷媒体

作成,・.栄養指導 など広範囲的なものへの利用

率が少し高 く,ほ かの機種 と比べて幅広 ぐ利

用 されでいる。』』このことはう汎用 コンゼユー

タの導入時期が早 く,経 験年数 も長いので使

いこなして'いることによるもの と考えられる。

また,喫 食者情報登録が汎用 どワ「 クステ㌣

ションで,比 較的高いのは;1部 門で入力し

た内容が,即 時,他 部 門へ情報 として流れる

という,他 部門に関連 させた利用業務である

ため,利 用されていると考えられるO

3.コ ンピュータを利用 しての長所

.コンピュータを利用 して長所 と感 じている

点を複数回答方式で回答 を得 た6結 果 を機種

別利用状況 と合わせ図1に 示した。全体的に

は特定の項 目を選択 してい:る傾 向が見 られた

(p<o:oi)。 機種別では独 自の顕著 な傾 向は・

見 られなかっ・たゐ この事はコンピュ「 タ・の機

種別利用業務 と同 じように,.機 種による長所

の違いはなぐ,.現在の段階では機種の違いに、

よる長所 を十分利用するところまでいってい

ないようで あるO.、
'全体では

,.繁 雑な計算に.よる事務処理か ら

の解放 をあげた施設(69.1%)が 最 も多 く,

次いで,正 確な事務処理ができるようになっ

た(58.6%),帳 票作成が簡便(50.6%),資

料 としての信頼性の向上 、(42.6%)と なって

いる。本来のコンビx一 タの持 っている,正

確性,1簡 便性,-信 頼性の特長 を生か している

ことが理解、される。.』

また,汎 用機,ワ ー クステー ションでは,

食数変更などの情報が即時流れる,作 づ,た資

料によって他部 門と'の情報交換ができ,協 力・

が得 られ るようになったという項 目の選択が

多かった。このこと.はゆ利用範囲がザ広 く部

門外 との交流に生かされているこどを示 して

いると思われ る。病院の場合,将 来ネッ トワ

コ
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一 ク化が進展することを予測する報告5)があ

る。病院経営管理会社に多数の病院が契約 し

て一大ネ ットワークを形成 し,効 率的な運営

がアメリカではすでに実施されている。そう

なると情報の互換性 をも'って利用す る必要性

炉でて,コ ン ピュ}タ のその面での利用は必

然的となる。

4.利 用 しての 問題点

コンピュータを実際利用 してみて,問 題点

として受けとめている内容に関 しての回答の

うち,機 種別利用状況 と利用 しての問題点に

ついてまとめたのが図2で ある。

回答はハー ド,ソ ブ ト,時 間,技 術,経 費,

効果等について16項 目用意し,複 数回答選択

方式で実施 した。

全体的には,顕 著な傾向はみ られなかった

が,ワ ニ クステーション,パ ソコン,ワ ープ

ロで独 自の傾 向がみられた(p〈0.01)。 全体

的には故障の際の影響大(43.2%)が 最 も回

答率が高 く,次 いで入力に時間 と労力がかか

る(37.0%),ン7ト の開発に費用がヵか る

(31.5%)と いう結果であった。

汎用機り利用者は,1上 記以外の多 く�)項 目

で20%前 後で問題点を指摘 している。機種別

における特徴では,:汎用機利用者たお秘、で他

よ犒 い酪 率砺 した内容は・維持彎 か

かると時間外の使用不可とい う内容であらた。

汎用機は端末機 を莉用す る中央管理方式であ

るため,使 用者側の都合で常時利用すること

ができない事情がある。

また故障の際の影響大 というのが最 も高い

回答率であっだのは;『ワー クステー ジヨ:ンで,

汎用 と違って身近にヲンピュータがみるO)で

故障が感 じやすい。またそれぞれのパ ゾ⇒ン

とつな ぐネ ットワ7
.ク化などに伴 う.Jフ蚤 に

問題があるのでばないかと考 えられ る6『・、

5.利 用 して い るヅ フ ト

全 国栄養 士養成 施設協会 が調べ た養 成施 設

で使用 して い るソフ トの一,;に 基 づ い て,各

施設 で利 用 してい るソフ トにつ いて複 数 回答

方式 で回答 して もらった。結果 は表3に 示 し

た。

病 院では その他 の ソア ト(独 自開発含 む)

が81.6%を 占めて いて」産業 では一太郎(63。6

%),そ の他r(55.0%),ロ ー タス(36.4%),

学 校 では一 太 郎(85.0%),次 い で[7一一一タス

(75.0%),が 最 も多 く,そ の他(35.0%)で

あ った。福 祉 はその他(85.7%)が 一 番 多 く

利用 され,行 政 は ロー タス(50.0%)で あ っ

た。

病 院,福 祉 では独 自の開発 ソフ トの使用 が

多い ことが理解 で きる。具体 的 にその他 の ソ

フ トとして,病 院27種 類,産 業1種 類,学 校

2種 類,福 祉3種 類,行 政3種 類,そ の他3

種 類 と多数 の独 自ソフ トを使 用 してい るこ と

が わか った。 この よ テに独 自開発 ソフ トの利

用 が多い事 は,市 販 ソフ トの 中には栄養士 の

専 門的業務 に沿 った ものが少 ない事 が理解 で

き る0 .ま 々・養 成施設 で痺用 してい るソフ ト

と栄養 士り業務 で使 用 している、ソフ トには違

いが あ る事 もわか った。.・..

ま た エ雄設 あた りのゾ7卜 保持 数 が;.均 で

1.6個,病 院1.4個,'産 業1.4個,学 校2.2個,

福 祉1.0個,、 行政1.0個 で,学 校 が ソフ トの数

が比較 的多 く利用 されてい る'ごとにな る0こ

の こ とは機種 との関係 が大 き野 とも考 え,られ

る。汎用,ワ ー クステー シ ョンの場合は ソフ

トが 限 られ るが,学 校 の ようにパ ソ コンを多

く利用している施設では釈 のソフトを鯛

していると思われる。

ハー ドた付 いて は, ,汎 暦
、rl一 ク ステー シ

ョン,,パ ソ コン,そ の他 ワ乙プ ロ と4っ に分

け◎ 鯛 して喝 門 如 くついての略

を求ゆなカ㍉ 汎用,ワ マク客デいション,ワ
ー プL7はN社 とF社 で80%

,パ ソ コンはN社1

社 で63%で あ った。 また全体 で16社 の 回答が
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あ った。

ソフ トとコンピュー タ利用業務 につ いての

関係 では,独 自開発 の ソフ トを18の 業 務 に利

用 してい る ことが わか った。一太郎,p一 タ

ス をもって い る施設 において も,多 くの業務

に利用 して い るこ とが わか った。 このこ とは

栄養 士業務 はひ とつ の ソフ トで 多用 してい る

こ とをあ らわ して いる。

ソフ トと利用 して の長所 の関係 では,独 自

の ソフ ト,・ロー タス,一 太郎 の3つ の ソフ ト

を使用 して い る施 設 では;事 務処理 か らの解

放,正 確 な業務処理,信 頼性 の向上,帳 票作

成 の簡便 をは じめ18項 目すべ てに 回答 してい ・

る。3つ の ソフ トだけ で,長 所 を比較す ると,

ロー タス を利用 して いる人 は平均3 .8項 目,一

太郎 は4.5項 目,そ の他 の独 自ソフ トでは6.0

項 目 を選択 してい るこ とが わか った。 この こ

とは独 自の ソフ トの方が汎用性 があ りよ く利

用す ることにより,多 くの長所 を見いだして

いることが理解できる。

以上の事か ら,現 在栄養士業務を行 ってい

る施設では,ソ フ トの保持種類は少ないが,

独 自の開発 したソフ トを独 自のハー ドを使用

して,い ろいろな業務 に汎用 し,多 くの長所

をみつけている。 コンピュータは栄養士に と

って道具である。情報 を取扱い,情 報の加工,

加工をした情報を保存する道具である。そし

て,何 をどのようにどの程度 までできるか と

いうことは,ソ フ トが鍵 を握っている。ハー

ドによる制限は うけるが,コ ンピュータを使

いこなすには,プ ログラムを作 るのでなけれ

ば,ど れだけ栄養士業務 にあったソフ トを見

つけるかが大切なことである。

6.コ ンピュータを導入 してからの年数

コンピュー タを部門内に導入 してか らの経

表3.施 設 の種類別利用 ソフ ト

施設の種類 全 体 NEUE ウ ェ ル ヘ ノレス
ネ ス メ イ ク ・一タス鬆 欝 ス

マルチ
o}

フ フ ン ;診 トd-BASE
ザ ・
カー ド

全:体 172 一 6 144 6 5 1 4 1
100.0 一 4.3 0.731.? 4.3 3.6 0.7 2.9 0.7

病院
94 一

2
一15

4 一 一 3 1
100.0 一

2.6 一19 .7 5.3 一 一
3.9 1.3

産業 17 一 1 14 一

1 1 一 }

100.0 一 9.19.1 36.4 一 9.1 9.1 　 一

轍 22 一 一 一15 一 2 一 皿 一

100.0 一 一 一75 .0 一

10.0
一 一 ㎜

福祉 10 一 一 一1 一 　 一 一 一

100.0 一 一 一14
.3 一 一 一 冖 一

行政
11 一

i 一4 } 1 一 一 一

100.0 一 12.5 一50 .0 一

12.5
一 一 　

その他 16 一 2 一5
2 1 　 1 一

100.0 一

11.8 一29 .411.8 5.9 一 5.9 一

施設の種類: 全 体 アシス ト
マルチ花子

チャー ト 桐 キ・ッ ド 一太郎 松 オア シス その他 不 明

全1体 172 　 13 一1
2 60 10 23 92 33

100.0 一

9.4 一 〇.71.4 43.2 7.2 16.5 66.2 　

病院 94
一

5 一1 2 23 5 12 62 18
100.0 一 6.6 一1 .32.6 30.3 6.6 15.8 81.6 一

産業 1? 一 一 一_ 一

7 1 2 6 6
100.0 一 　 一_ 　 63.6 9.1 18.2 54.5 　

学校 22 一 5 　 } 一 17 2 1 7 2
100.0 　 25.0 一_ 一 85.0 10.0 5.0 35.0 }

福祉 10 一 一 一_ 一 2 1 一 6 3
100.0 一 一 　 } 一 28.6 14.3 一

85.7 一

　

行政 11 一 一 一_ 一

1 3 3
100.0 一 一 一_ 一 12.5

一1

12.5
37.5 一

その他 18 一 3 一_ 　

10 1 7 6 1
100.0 一 17.6 一_ 一 58.8 5.9 41.2 47.1 一
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験年数 を調べ,機 種別 に まとめ たのが表4で

あ る。全 体 で は3～5年 未 満 の施 設(23.9

%),5㌣7・ 年 未満(ユ7.8%),10年 以 上(16.0

%)の 順 であ った。 ま とめ る'と10年 以 上(16.0

%),5～ ユ0年未満(30.1%),5年 未 満(53.9

%)と こ こ5年 間 で半数 以上 の施設が導 入 し

てい る。汎用機 で は10年 以上 が最 も多 く∴ ワ'

一 クス テー シ・ゴン,、パ ソコ ンにお いて は3

～幽5年 未満が最 も多 く
,次 いで5～7年 未満

とい う結 果で あった。

コン ピュー タの台数 につ いての回答の 中で ,

汎 用 機 を利 用 して い る施 設 で は端 末1台

(34.8%)と ワー プ ロ2台(37.0%)の 組 み合

わせ が 多 く,ワ ー クス テー シ ョン を利用 して

い る施設 ではパ ソ コンを3～4台(35 .5%),

パ ソ コンを利 用 してい る施設 はパ ソ コンを1

台 と(5z.s%),ワ ー プ ロ1台(33.6%)噛 と い

う組 み合 わせ が 多い ごとがわか った。

コン ピュー タの導入年数 と,台 数 を合 わせ

て考 えてみ る と,汎 用機 を利用 してい る施設

は,10年 前 に導 入 しその まま使 用 してい るケ

乱 スが 多 い
。 ワー クステー ションを利用 して

いる施 設は,3,4年 前 に導入 し3㌣4台 を

ワー クステー シ ョンにつ ないでい る。パ ソ ゴ:

ン を利用 して い る施 設 では3,4年 前 に1台

のパ ソ コンを導入 して使用 してい る。 こ うい

った実状 の施 設が 多い とい うことが理解 で ぎ

た。

今 まではコンピュータを汎用,ウ ー クステ

ーション
,パ ソコン,ワ ープロとランク分け

されてきたが,最 近では性能 も価格 も混沌 と

しているのが現状である。導入の年数や台数

と業務,長 所,問 題点を「緒に考 えるのは難

しい事が理解で きる。.

7.情 報教育の必要程度

栄養士養i成の学校教育の中で情報教育はど

こまで必要か との質問に回答を求めた。回答

項 目は12用 意し,』、全国栄養士養成施設協会が

情報処理 カリキュラム案2)として発表 した内

容の段階に沿って基本から応用的な内容 を用

意 した。

1.必 要なし2.理 論 と基本操作3.ワ

憎 プロ程度4.表 計算の演習 ・5.統 計処

理 とグラフ作成6.献 立作成 と栄養 管理

7.帳 票類作成18.原 価管理9..栄 養関

係情報の処理 と分析10.栄 養指導用媒体物

作成11.専 用ソフ トの利用12.そ の他 で

ある。

最 も高率 で あったの は理 論 と基本操 作

(17.7%),ワ ープロ程度(17.2%)次 いで専

用 ソフ トの利用(13.5%)の 順であった。,現

状の利用業務 と合わせて考えてみても基本操

作,ワ ープロ操作がで きれば業務 の遂行がで

きているのが利用者の回答が示 している。.

コンピュータ利用者の施設別 による情報処

表4.コ ン ピュータ導入 しての年数

機i腫別利用状況 全 体 半年以内一靺満驫2年柔計 梟濡5年某計 呈評 扁 鉢 明

全体** 172

100.0

6

3.7

16

9.8

9

5.5

18

11.0

39

23.9

29

17.8

20

12.3

26

16.0

9

e

汎用**
50
100.0

3

6.3

層

5

10.4

2

4.2

1

2.1

6

12.5

7

14.6

12

24.9

12

25.0

2

ワー ク ・ 31 1 2 1 1 11 7 2 6 一

ス テー シ ョン** 100.0 3.2 6.5 3.2 3.2 35.4 22.6 6.5 19.4 一

パ ソコン** 122 3 11 8 16 28 21 9 19 7
100.0 2.6 9.6 7.0 13.9 24.3 18.3 7.8 16.5 一

その他 ・ 106 2 12 6 10 20 19 12 19 6
ワープ ロ** 100.0 2.0 12.0 6.0 10.0 20.0 19.0 12.0 19.0 一

**P<o.oi
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理教育の必要程度 を調べてみると各施設で独

自の傾 向を持 っていることがわか った(p〈

0.01)。しか し機種別利用者による必要程度の

違 いは見 られなかった。また経験年数の違 い

について も調べ たが,情 報教育の必要程度の

傾 向に違 いは見 ら・れなかった。

施設の違いによって情報業務 も違って くる。

情報教育の必要程度は施設すなわち業務 と関

係があって,機 種や ソフ ト,経 験年数による

ものではないことが確認できた。

今 回の調査 によって,栄 養士の必要な情報

教育の主なポイン トはプログラム作成による

情報処理教育,各 種のソフ トを使いこなせ る

利用教育,情 報化された環境を利用 し活用す

る教育の3つ である事が理解 できた。 さらに

栄養士業務 の専門性の中に,こ の3つ のポイ

ン トを含んだ情報教育が必要 とされている事

も理解できた。

IV.要 約

情報教育 を,栄 養士養成のカリキュラムの

中にどのようなかたちで導入するのが望 まし

いか,検 討 を要する。その際,職 場での実状

に対応させ る必要があると考え,機 種別の利

用状況 を調査 し,次 の結果 を得た。

1)コ ンピュータの栄養士業務への利用率

は55.8%で,機 種別 では,汎 用機29.1%,ワ

ー クステー ション18 .0%,パ ソコン70.9%で

あった。

2)コ ンピュータの利用業務において,汎

用機の場合,給 食管理面で幅広 く利用 してい

るのと,印 刷媒体物の作成,栄 養指導等広範

囲的なものの利用率が高い。

3)コ ンピュータを利用 しての長所につい

ては,汎 用機,ワ ー クステー ションの大規模

の設備利用施設ほど,資 料 としての信頼性の

向上,情 報が即時流れる,他 部門 ・外部 との

情報交換が可能等利用範囲が広 く,部 門内外

との交流に生かされている。

4)コ ンピュー タを利用 しての問題点につ

いては,汎 用機の場合,維 持費がかか る,時

間外の使用不可,ワ ークステーションの場合

は故障の影響大が高回答率を示 し,特 有の事

情を示 している。

5)利 用 ソフ トについては,病 院は種類が

27と 多い と共に独 自の開発ソフ トの使用が多

く,施 設の種類によって,利 用内容に大 きな

違いがある。

6)ソ フ トと利用業務については,栄 養士

業務は一つのソフ トで多用 していることがわ

かった。

7)・ソフ トと利用 しての長所の関係では,

独 自開発のソフ トは汎用性があ り,よ く利用

することによって多くの長所 を見いだ してい

る。

8)コ ンピュー タの導入年数は,10年 以上

16.0%,5～10年 未満30.1%,5年 未満53.9

%と ここ5年 間で半数以上の施設が導入 して

いる。

9)機 種別の導入年数は,汎 用機では10年

以上が,ワ ー クステー ション,パ ソコンにお

いては3～5年 未満が最 も多 く,最 近は,ワ
ークステーション,パ ソコン導入の職場が多

くなっている。

10)情 報教育 の必要程度については,施 設

の種類すなわち業務 と関係があって,機 種や

ソフ ト,経 験 年数によるものではない。
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